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日本海 リサーチ＆トピックス 第２号　２００７年９月

　今年の１月下旬に，水産庁新潟漁業調整事務所

を介して第九管区海上保安本部刑事課から，「揚

収した材木にフジツボがついていたが，それによ

り材木がいつ頃海に流されたか推定できないか。」

という問い合わせが，資料とともに手元に届きま

した。私自身はフジツボの専門ではありませんが，

殻を持った海産無脊椎動物には以前より関わりが

あり，日本のフジツボ類の専門家３人の名前が浮

かぶこともあり，送られた資料を基に解析するこ

とにしました。幸いにも大学の専門家の一人に連

絡をとり文献と意見を得ることができ，今後この

種の事件の対応に参考となればと，下記のような

報告をすることができました。なお，この報告は，

いただいた資料についての記述が無いので，その

部分については加筆し許可を得て写真を掲載しま

した。また，当事者でないと分からないと思われ

るところも加筆し，余分なところは削除してあり

ますが，内容的には報告したものと変わりません。

漂流木材に付着した海産動物は語る

日本海区水産研究所海区水産業研究部　　林　育夫

揚収した木材についていた付着動物

平成１９年１月３０日　　

１．資料

　資料として送られてきた写真とその説明の一部を以下に示す。
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●�外寸�　　　　

�

●�外表の状況��　　�一部樹皮剥離が認められ，全体に貝（カメノテ：最大３．５ｃｍ）が多数付着。

　　　　　　　　切断面に白色ペイントで面状及び記号のようなもの（判読不明）が記入されている。

　　　　　　　　汚れ具合，貝の付着等から長期間漂流していたものと思料される。なお，木材には

　　　　　　　　たくさんの赤色船底塗料が付着している。�

●�種類�　　　　��北洋材のカラマツとのこと。

Ｌ４０６ｃｍ，Ф約４０ｃｍ

Ｌ４０８ｃｍ，Ф約５５ｃｍ

Ｌ４１５ｃｍ，Ф約３０ｃｍ

Ｌ４１６ｃｍ，Ф約４５ｃｍ

Ｌ４１３ｃｍ，Ф約４０ｃｍ

Ｌ３１９ｃｍ，Ф約２０ｃｍ

　このように，メールで送られてきた写真とその

説明には，木材のサイズと特徴が主で，生物的

データが不足している。特に，漂流期間を推定す

るために重要な決め手となる付着動物のサイズを

特定する情報（カメノテ：最大３．５ｃｍ）が極めて

少なく推定を困難にしている。

２．対象動物

　写真に撮られた動物は，明らかにフジツボやカ

メノテの仲間であるエボシガイ（����������	
���）

と推測される。本種は外洋の比較的寒い海域から

暖かい海域まで汎世界的に分布する種類である。

成長は極めて速く，概略ではあるが右のような水

温と成長との関係が報告されている。

３．エボシガイのサイズの推定

　エボシガイは固い殻の部分と柔らかい柄の部分

からなり，生きているときは柄の部分を長く伸ば

している（図１）。空気中に晒され，乾燥すると柄

の部分は縮んでしまうので，このような軟体部は

一般に成長の記録には不適当で使わないのが普通

である。実際，前述した成長の報告では固い殻の

長さで記載されている。写真の資料によると，最

大３．５ｃｍとあるだけで，どの部位を測定したかは

明らかではない。また，前述したように写真から

サイズの判定は不可能である。一般に，今回のよ

うにある程度縮んでしまったときには，生物の専

門家でない限り全体の長さを測定するのが普通で

ある。そのため，全体の長さから殻の長さ（殻長）

を推定しなければならないが，柄の長さは乾燥や

死後の状態で変わるので，一般的な比率は存在し

ない。いずれにしろ殻長は必要なので，写真の状

態（これも上から写真を写しているので，殻と柄

の比率ははっきりとしない）も加味して，一応，

柄の長さは殻長と同等かそれより短いとすること

にすると，殻長は２０��程度になるのであろうか。

水温（℃）　　　日数　　　　　殻長（��）

１８－２５　　　　　１７　　　　　��２３

１７－２０　　　　　３７　　　　��　２３

１７－２０　　　　３９－４８　　　　��２７

１１－１６　　　　　４２　　　　��　１８

１１－１６　　　　　５６　　　　��　２１

　　　　　　※ＭａｃＩｎｔｙｒｅ　（１９６６）を改変

図１　エボシガイ：椎野季雄著，「水産無脊椎動物学」（培風館）
より引用
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４．流木で流されていたときの水温

　木材が揚収されたときの日付は書かれていない

が，写真説明の日付は１月２６日なので１月下旬を

揚収日と判断し，能登半島沖におけるそれ以前の

表面水温を海上保安庁の海洋速報で見てみると，

２００６年１２月下旬から２００７年１月下旬にかけて１４～

１２℃で推移している。従って，材木はこの範囲の

水温の場所で漂流していたものと推定した。

５．材木の漂流期間と漂流状況の推定

　いずれも思い切った推定値であるが，上述した

最大の殻の値，揚収日時と場所，水温に基づき，

さらに大ざっぱに既存の成長データを引用して漂

流期間を求めると，５０日程度となる。しかし，こ

の値は後述するような多くの不確定要素があるの

で，あくまでも推定値である。

　エボシガイは極めて外洋性が強い場所での浮遊

物に見られる。沿岸域では，他のフジツボ類や，

ムラサキイガイなどの貝類が全面を覆い，エボシ

ガイはあまり見られないのが普通である。今回揚

収された材木には，他の付着動物は見られなかっ

 たとのことなので，外洋域で海中に投棄あるい

は落下し，その後も浮遊していたものと推測され

る。

６．問題点と今後の対策

○エボシガイの殻の部分の測定データが無いため

に，漂流期間の推定を極めて難しくしている。今

後は，少なくとも最大個体のその部分を測定する

ことが不可欠である。写真撮影において，このよ

うな部分のサイズが推定できるように留意する必

要があろう。

○材木が海中に入って，すぐにエボシガイが付着

するとは限らない。一般的にエボシガイは多くの

子供を産み幼生は広範囲に分布しているので，あ

まり付着までに期間がかからなかったと思われる

が，付着までの期間は現時点では推定の方法がな

い。今回はすぐに付着したと仮定して推定を行っ

たが，付着時期が遅れているならば漂流期間は過

少評価になる。

○エボシガイの成長のデータが極めて少ない。成

長は，水温だけではなく餌の量でも変わるので，

このような点も考慮されなければならないが，今

回は全く考慮していない。

　以上のように，この報告では問われた答えに対

して，仮定の上に仮定を重ねて推測せざるを得ま

せんでした。しかし，流木に付着した一生物でも，

今まで貴重な研究が行われており，他の分野から

得られる情報も加えると，この生物が多くを語っ

ていることがわかりました。そのため，今後のこ

のような事例に対してある程度対処できる方法を

示したのではないかと考えています。また，海上

保安庁（第九管区海上保安本部），水産庁（漁業調

整事務所），水産総合研究センター（日本海区水産

研究所），大学（東京大学海洋研究所）の連携によ

り極めて短期間で情報収集が行われ，曲がりなり

にも報告することができたことは，組織を横断的

に結んだ連携が必要であることを示しています。

とりわけ日本海という半閉鎖的な海域は，他の海

域では見られない特有な環境条件があるので，こ

の海で働く人たちの連携がますます必要になって

くると思われます。本報告を通じて，より親密な

関係ができることを期待しています。また，本誌

「日本海リサーチ＆トピックス」が地域密着型の

情報誌を目指すということからこの記事を掲載し

ました。日本海海域の専門家のみならず一般の

方々に，水産研究が幅広い分野に貢献している一

部でも理解いただければと思っています。文献に

関しては，急いでいるだろうということで，ＰＤ

Ｆファイル（電子ファイル）をすぐに送っていた

だきました。ＩＴ社会の情報交換の速さを示して

いるものでしょうか。情報交換の速さは今後もま

すます重要になってくるでしょう。

　最後になりましたが，適切な文献と情報を即座

に送っていただいた東京大学海洋研究所の渡部裕

美博士，連絡とこの報告の機会を与えてくださっ

た第九管区海上保安本部刑事課専門官（環境担当）

高野　修氏，新潟漁業調整事務所漁業監督課長 渡

部勝弘氏に感謝いたします。
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